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RC梁の水中せん断疲労特性に及ぼすせん断補強筋比
の影響について


























左右のスパンでせん断補強筋比を変えている。供試体の断面は 10X~Ocm、長さは 150cm である。主鉄筋
には SD295AD19を2本使用し、有効高さを 16.5cmとしている。なお、鉄筋比は :3.47%である。また、
せん断補強筋には SD295AD6を使用した。なお、破壊側スパンのせん断補強筋比は、それぞれ0.40%およ
び1.19%である。また、文献1)の梁の断面形状は図一1と同様であるが、せん断補強筋比は両スパンとも
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下5 の 47%および 4~%、 37% 、 B~% 、 27%、1.19%の梁では 45%および 37% とし、作用最小せん断ゴ'J Vmm'ま
Rの 10%に設定した。荷重の載荷については 10回目までを静的載荷とし、それ以後は、連続的な繰り返
し載荷として供試体の破壊時まで続けた。疲労試験は材令 2ヶ月から 3ヶ月の梁を用いて行い、疲労試験
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